
17.05.31
１．見どころ
◆江戸時代末期の代官江川英龍(坦庵)が手がけ、後を継いだその子英敏が完成させました。
◆反射炉とは、金属を溶かし大砲を鋳造する炉。稼働した反射炉が現存するのはここだけです。

２．料金
入場料：300円（一般） ≪周辺地図≫
　　　　　50円（15才未満）

３．集合場所・所要時間
集合場所：天城山荘玄関
集合時間：13：30
出発　　　：13：40
見学　　　：14：35～15：35
天城山荘着：16：30

４．雨天決行

５．参加人数
　　30名まで：ガイド可能な最大人数。

６．持ち物
　　双眼鏡あると良いかも。雨天時は雨具
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